
１ 利活用の推進・多様なサービス 

 

 

１２ 学校図書館との連携 

富山県 滑川市立図書館・滑川市立子ども図書館 
 

 基本データ    テーマ・活動のねらい等  
 
所在地 富山県滑川市吾妻町

426 番地 

職員数 11 人 

うち司書数 3 人 

蔵書数 約 171,000 冊 

利用登録者数 約 21,400 人 

年間貸出冊数 約 165,200 冊 

（児童用図書貸出数 約 64,200 冊） 

※子ども図書館を含めた合計 

  
【テーマ】子供の読書啓発、子供に対するサービスの充実、連携 

【活動のねらい】 

 学校図書との連携を強化しつつ、公共図書館や各学校の図書館を
児童生徒が気軽に利用でき、活字離れを減らすことを目的とする。 

 
 
 

（１）小学校出張お話し会 

 職員が小学校で読み聞かせを実施（H30.7～） 

出張おはなし会 
 

（２）朝読用図書貸出 

 子ども図書館の本を朝読用図書として市内小

学校へ貸出（H29.12～） 

朝読用図書 

 

（３）学校支援図書購入 

 司書教諭・学校司書から要望のあった本の購入

（H29～） 

 

（４）放課後子ども教室 

 市内小学校児童を対象とした調べ学習（H29

～）、英語教室（H30～）を実施 

（補助率国・県・市各 1/3） 

 

（５）生徒作品展示 

 市内中学校、近隣高校生徒の作品を展示 

（R1.7～） 

近隣高校の生徒作品展示(水橋高校) 
 

（６）小学校高学年・中学生向け図書案内 

 従来の図書館だより以外に対象年齢を絞った

図書案内を学期毎に作成し各教室等へ配布

（R1.9～） 

 

取組・活動の概要 
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 朝読用本の配送を校務助手へ依頼するなど、市

役所組織内での横の繋がりを利用することで

限られた予算、人員で実施できた。 

 子ども図書館においては、職員（司書・保育士

含む）が読み聞かせを行えることから、出張お

話し会が実現できた。 

 
 

 
 

 司書教諭・学校司書との話し合いの場を設ける

ことで、問題点などが把握でき、連携方法の取

り組み方を共に考えることができるようにな

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組・活動の工夫や特徴 

取組・活動の成果や今後の展望 


